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電荷の間の力 Fe と平行電流間の力 Fm を求める際に必要な定数です。これらの定数はコンデンサの
静電容量やコイルのインダクタンスを測定することで実際の値を求めることができます。たとえば、
面積 S 、間隔 dの平行平板コンデンサに蓄えられる電荷 Q と電圧 U の比はQ/U = C =ε0S/d と表す





















もう1つの方向は1905年のアインシュタインの相対性理論につながるものです。光速 c は波長 λ
と周波数 f を用いて c = fλと表すことができます。（マクスウェルの論文では光速は V などで表され
ていましたが、後になってラテン語で速さを表す “celeritus” の頭文字をとって c と書かれるように
























位相速度υp は物質の屈折率 n と直接関係しておりυp= c/n であたえられます。位相速度は物質に





















































このような考えに基づいて、地球では1983年、「１メートルは真空中で光が 1/299 792 458秒の間
に伝わる行程の長さ」ときめられました。真空中を一定速度で進む光が、かの星の亀の役割を果たし
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